


ふくおか　かずや
福岡　和也

1980年　大阪星光学院高等学校　卒業
1986年　奈良県立医科大学　卒業
1990年　大阪府済生会吹田病院　内科医員・副医長
1995年　国立がんセンター研究所　薬効試験部
 　リサーチレジデント
1998年　奈良県立医科大学　内科学第二講座
 　助教・学内講師・講師
2005年　兵庫医科大学　内科学呼吸器・RCU科
 　胸部腫瘍学講座　がんセンター　准教授
2014年　近畿大学医学部　堺病院腫瘍内科　准教授
2015年　近畿大学病院　臨床研究センター　准教授
2016年　同　臨床教授
2018年　同　センター長
2018年　近畿大学
 　ライフサイエンス研究所・副所長（併任）
2019年　近畿大学病院　ゲノム医療センター（兼担）

【 略　歴 】

【 資格等 】
日本内科学会： 認定内科医
日本呼吸器学会：指導医・専門医
日本呼吸器内視鏡学会：
　　　 気管支鏡指導医・専門医・評議員
日本臨床腫瘍学会：協議員
日本臨床薬理学会：特別指導医・評議員
日本医師会：産業医
The Best Doctors in Japan 2024-2025
医学博士

腫瘍内科
がん薬物療法
呼吸器悪性腫瘍

【 専門領域 】

包括的がん診療センター　センター長

包括的がん診療センター　　　　　　　
　センター長　　福岡　和也

医療最前線

2025年4月開設

　がんは、日本人の死因の第一位を占め、二人に一人が生涯でがんにかかり、かつては、三人に一
人は亡くなるとされていましたが、近年の医学・医療の進歩によって、多くの部位のがんの生存率は
着実に向上しています。
　「大阪府がん診療拠点病院」に指定されている当院は、がんに対する様々な専門的治療を行っ
ています。その中で、がん治療の三本柱のひとつである薬物療法の進化は目覚ましく、従来の抗がん
剤による化学療法やホルモン剤による内分泌療法に加えて、分子標的療法や免疫チェックポイント
阻害剤による免疫療法が登場したことで、個々の患者さんの病状に応じた個別化治療を行うことが
可能となりました。

　当センターは、がん患者さんに寄り添い、安全で質の高い薬物療法を行うことを目的として、本年
4月に組織されました。外来化学療法室には、腫瘍内科医、がん看護専門看護師、がん化学療法
看護認定看護師、がん専門薬剤師などの専門職が常駐し多職種連携によるチーム医療を実践し
ています。治療前と初回治療翌日には、看護師が直接、病状や副作用、心配事などをうかがい、そ
の内容を医師や他職種と共有して患者さんが安心して治
療を受けることができるように努めています。副作用によ
る外見の変化に対応するために、アピアランスケアにも積
極的に取り組んでいきます。薬剤師は、個々の患者さんの
治療内容とスケジュールを管理し副作用をチェックする
ことで、安全かつ円滑に薬物療法が実施できるようサ
ポートしています。

　火曜日と金曜日には、紹介患者さんを中心として外来診療を行っていますが、各診療科からのコ
ンサルテーションには常時対応しております。また、治験への参加を希望される患者さんや一部の
希少がん患者さんは、病状に応じて近畿大学病院・腫瘍内科とも連携しながら治療しています。
当センターでは、「誰一人取り残さないがん診療」を目標に掲げて、多職種連携チームが一丸とな
り、がん患者に寄り添う最良の医療を提供していきたいと考えています。

多職種連携による「患者中心のがん医療」の実現

「患者中心のがん医療」を実現するために、医師、看護師、
薬剤師だけでなく、管理栄養士や医療ソーシャルワーカー
（MSW）など多職種が協働して密接に連携できる体制整備
に努めています。

がん専門薬剤師による副作用説明の様子

包括的がん診療センター包括的がん診療センター
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